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二
，
O

反
射
望
遠
鏡
の
研
究
倒京

都
天
秦
助
手
中

村

要

望
遠
鏡
内
の
野
里
濃

　
湛
望
鏡
で
高
倍
牽
の
呼
野
接
眼
鏡
に
よ
り
焦
鮎
内
外
像
を
調
べ
る
。

正
し
く
ア
ジ
ャ
ス
ト
の
出
來
た
正
し
い
抱
物
耳
鏡
で
は
全
然
封
構
的
で

あ
る
が
牧
差
が
あ
る
時
に
は
封
標
的
で
な
い
（
次
章
）
影
の
試
験
が
其
の

夜
の
鏡
形
を
知
る
に
ょ
い
方
法
で
あ
る
が
赤
道
儀
で
な
い
ミ
｝
般
に
困

難
で
あ
る
。
北
極
星
を
覗
野
の
中
央
に
お
き
暗
室
内
の
方
法
こ
同
じ
要

領
で
焦
錨
を
切
る
。
普
通
の
夜
に
は
月
の
如
き
鏡
の
上
に
室
氣
の
渦
動

が
見
え
て
居
る
が
完
全
な
鏡
な
ら
焦
鮎
で
一
度
に
漕
失
す
る
。
若
し
牧

差
が
あ
れ
ば
敗
差
の
あ
る
所
に
相
即
な
影
が
出
來
る
。
双
曲
線
鏡
で
は

焦
鮎
で
切
っ
て
ナ
イ
フ
ε
反
骨
の
側
の
中
央
に
影
が
出
有
る
。
鏡
面
の

鍍
銀
の
厚
さ
の
差
や
僅
か
な
誤
が
よ
く
知
れ
る
。
鏡
を
望
遠
鏡
内
で
試

験
す
る
事
は
ハ
ー
セ
ル
時
代
に
は
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
が
暗
室
試
験

に
比
し
藪
倍
不
正
確
で
實
用
上
極
め
て
不
充
分
で
あ
る
。

　
影
試
験
は
鏡
の
全
形
を
精
密
に
知
る
唯
一
の
方
法
で
極
め
て
鷹
用
が

多
い
。
大
口
径
爲
眞
反
射
鏡
の
量
質
は
此
れ
で
決
め
る
。
叉
封
物
レ
ン

ズ
の
試
験
に
利
用
し
て
極
め
て
右
力
で
あ
る
。
黄
色
ス
ク
ソ
ン
を
通
じ

て
屈
折
の
焦
錨
を
切
れ
ば
球
面
牧
差
、
硝
子
の
訣
馳
、
レ
ン
ズ
形
の
不

規
則
特
に
ア
イ
ピ
ー
ス
で
よ
う
や
く
認
め
得
る
歪
み
が
容
易
に
認
め
得

る
。
ネ
ジ
の
僅
か
な
し
め
過
ぎ
が
起
す
レ
ン
ズ
の
歪
は
よ
く
分
か
る
。

　
反
射
鏡
の
完
全
で
な
い
像
を
鏡
形
ε
共
に
吟
味
し
た
い
。
一
望
に
樋

物
線
よ
ゲ
食
い
ち
が
っ
た
鏡
形
は
不
規
則
な
形
よ
り
よ
い
。
階
圓
鏡
、

「焦

ｼ
酒
戦
で
焦
馳
の
す
ぐ
前
に
穴
が
出
來
る
焦
塵
外
で
核
が
垂
簾
る
。

球
面
鏡
偏
圓
鏡
も
度
が
異
る
が
同
じ
現
象
を
呈
す
る
。
双
曲
線
鏡
、
階

圓
鏡
の
全
然
逆
で
あ
っ
て
牧
差
が
大
き
く
な
る
ミ
焦
馳
が
定
め
に
く
・

最
も
多
い
且
つ
悪
い
鏡
形
で
あ
る
。

　
鏡
面
に
段
が
あ
る
場
合
や
一
部
分
帯
を
な
し
て
悪
い
揚
合
に
は
影
の

試
験
で
よ
く
知
る
事
が
出
灯
る
。

ω
叶
．
竈
．
餌
巨
目
。
．
鏡
の
早
る
部
分
よ
り
急
に
焦
鮎
距
離
が
異
る

零
う
・
q
．
山
．
巳
ぎ
目
坐
る
帯
に
の
み
牧
差
が
あ
る
。

日
億
「
口
島
。
≦
β
o
自
σ
q
①
（
エ
リ
ソ
ン
氏
に
よ
り
）

　
此
れ
は
最
も
普
通
な
且
つ
最
も
悪
い
鏡
面
の
誤
で
あ
る
。
鏡
の
端
で

突
然
曲
度
が
減
じ
帥
ち
聖
子
が
へ
り
す
ぎ
て
居
る
。
此
れ
は
端
に
あ
り
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且
つ
著
し
く
焦
錨
が
長
く
な
O
著
琶
く
焦
鮎
像
を
悪
く
す
る
。
此
れ
は

古
し
鏡
例
へ
・
は
ハ
ー
セ
ル
、
ウ
4
湯
の
鏡
の
如
き
古
き
も
の
・
総
て
に
多

少
な
妙
S
存
在
す
る
叩
何
改
に
此
れ
が
起
つ
た
か
ε
言
へ
ば
フ
イ
ギ
テ

ア
ジ
ン
グ
の
技
術
が
進
歩
し
な
い
前
に
は
球
面
を
パ
ラ
ボ
ラ
化
す
る
に

は
中
央
を
へ
ら
す
の
で
あ
る
か
ら
磨
く
道
程
の
吉
を
延
長
し
た
。
此
の

時
に
中
央
も
減
る
が
端
が
強
く
へ
っ
て
前
の
如
き
恐
し
い
誤
を
起
す
ゆ

過
去
に
看
て
此
れ
嫁
避
け
得
ざ
る
事
ミ
考
え
ら
れ
端
を
絞
る
か
或
は
製

作
後
鏡
の
端
を
牛
吋
切
取
る
方
法
ま
で
實
行
さ
れ
て
居
π
。
現
今
此
の

峡
鐵
は
殆
ん
，
ご
無
い
。
最
近
の
方
法
で
は
。
ヒ
ッ
チ
が
軟
い
時
に
起
る
。

現
在
で
も
古
い
方
法
し
か
知
ら
ぬ
人
は
此
の
方
法
を
使
ふ
。
ポ
ー
－
タ
ー

氏
は
長
磨
き
の
方
法
を
ミ
つ
て
居
な
繭
玉
の
誤
は
影
で
も
知
れ
る
が
望

蓮
鏡
．
焦
鮎
内
面
の
端
を
注
意
し
て
甚
だ
不
明
瞭
な
ら
此
れ
が
存
在
す

る
9
エ
リ
ツ
ン
氏
に
よ
る
ε
此
の
誤
の
存
在
は
製
作
者
の
腕
を
定
め
る

も
の
だ
そ
う
だ
。
エ
リ
ソ
ン
の
鏡
に
は
此
れ
が
な
い
。
此
の
鋏
貼
の
あ

る
鏡
を
臨
磐
同
Φ
す
る
の
は
双
曲
線
鏡
を
直
す
よ
り
困
難
だ
そ
う
だ
。

　
以
上
の
誤
り
は
焦
鮎
外
垣
に
現
れ
る
干
渉
圏
の
張
さ
の
観
察
で
知
る

事
が
幽
駆
る
特
に
部
分
的
の
訣
鮎
は
其
れ
に
相
等
す
る
部
分
の
光
輪
を

著
し
く
破
る
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ス
チ
グ
マ
チ
ズ
ム
　
　
諺
。
。
賦
び
q
白
㌶
尻
ヨ

　
焦
鮎
が
二
貼
あ
る
。
焦
鮎
内
外
が
長
マ
、
方
向
が
九
十
度
反
封
で
あ
る

焦
鮎
星
像
は
長
い
。
レ
ン
ズ
で
は
甚
濃
多
い
腿
骨
．
で
あ
る
。
種
々
の
原

困
が
あ
る
。
鏡
の
中
心
に
鏡
形
の
中
心
が
な
く
鏡
に
偏
心
的
に
樋
物
線

の
中
心
が
あ
る
場
合
に
出
る
○
鏡
の
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
が
悪
い
時
下
之

は
ア
イ
ピ
！
冬
に
直
角
に
光
軸
が
無
く
て
目
で
は
ア
ジ
ャ
ス
ト
が
正
し

い
様
に
見
え
る
。
此
れ
は
ダ
イ
ア
ゴ
ナ
ル
の
ア
ジ
ャ
ス
ト
が
悪
い
爲
で

あ
る
、
｝
牛
面
鏡
が
僅
か
に
凸
或
は
凹
で
あ
る
時
に
一
方
だ
け
、
焦
黙
距

離
が
短
か
く
な
る
。
此
れ
は
最
も
多
い
葉
面
鏡
の
誤
り
で
甚
だ
像
を
悪

く
す
み
の
で
高
度
の
李
面
鏡
が
要
求
さ
れ
る
。
鍍
銀
時
に
一
方
の
み
に

鏡
を
ゆ
る
，
こ
し
ば
ぐ
此
れ
が
現
れ
る
、
或
は
軍
に
歪
で
あ
る
事
が
多

い
。
底
の
紙
に
直
線
的
の
シ
ワ
が
出
來
た
り
或
は
大
き
な
芥
の
爲
に
も

起
る
。

三
角
或
は
四
角
像

　
焦
鮎
の
僅
か
内
外
に
三
角
或
は
四
角
の
像
が
出
來
る
。
三
角
イ
メ
ジ

は
セ
ル
の
止
め
が
三
つ
の
時
強
く
し
め
た
時
に
起
る
の
で
度
々
見
ら
れ

、
る
。
ネ
ジ
を
ゆ
る
め
た
ら
直
ほ
る
。

、
像
の
よ
か
っ
た
鏡
が
急
に
像
が
齪
れ
る
時
に
は
常
に
鏡
裏
の
紙
に
注

意
す
る
。
場
合
に
よ
り
作
り
直
す
。

　
反
射
鏡
の
硝
子
が
薄
い
時
に
は
天
頂
ε
水
難
ざ
で
像
が
ち
が
ふ
。

　
始
め
か
ら
像
が
堪
れ
て
居
る
時
に
は
鏡
形
其
の
も
の
が
悪
い
か
或
は

硝
子
材
の
不
良
の
爲
め
に
も
起
る
。
似
上
の
様
な
誤
が
入
れ
交
っ
て
來

る
事
が
甚
だ
多
い
。

　
反
射
鏡
は
弾
常
に
攣
化
し
易
い
も
の
で
屈
折
ほ
ア
ご
高
度
の
事
が
出
來

な
い
の
も
大
部
分
此
の
部
分
に
あ
る
の
で
あ
る
。
鏡
の
取
扱
の
不
注
意

か
ら
來
る
鋏
馳
が
甚
だ
多
い
。
又
全
般
に
封
し
温
度
攣
化
な
る
も
の
が

二
唱
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像
に
封
し
甚
太
な
る
影
響
を
も
つ
て
居
る
。

　
反
射
鏡
の
悪
い
も
の
は
殆
ん
㍗
ご
使
用
に
た
え
な
い
。

　
硝
子
の
質
の
重
要
な
事
は
前
に
も
述
べ
た
が
不
完
全
な
硝
子
で
は
急

激
な
温
度
攣
化
の
際
に
像
が
観
れ
る
。
又
製
作
時
に
鏡
形
が
よ
く
て
も

多
年
の
間
．
に
鏡
形
が
異
る
こ
，
こ
は
事
賢
認
め
ら
れ
て
居
る
。
英
國
一
流

の
製
作
者
は
英
の
光
臨
硝
子
會
杜
チ
ャ
ン
ス
が
特
に
反
射
鏡
の
爲
に
作

り
充
分
一
物
で
あ
る
ε
自
信
す
み
出
。
・
噺
≦
匡
ロ
．
。
門
。
薫
口
を
使
用
し
て
居

る
鏡
形
ε
温
度
は
密
接
な
關
係
が
あ
る
。
温
度
が
下
降
し
つ
・
あ
る
時

に
は
常
に
双
曲
線
の
方
に
進
む
。
温
度
上
昇
時
に
は
球
形
に
近
づ
く
。
反

射
鏡
は
夕
方
使
用
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
師
ち
前
者
で
あ
る
か
ら
正
し

い
樋
物
製
造
は
反
っ
て
双
曲
線
を
取
る
か
ら
一
流
の
製
作
者
は
常
に
焦

鮎
に
於
て
0
∴
ミ
リ
位
中
央
の
焦
鮎
を
長
く
し
て
お
く
。
此
れ
を
残
す

様
に
作
っ
て
お
く
。
薄
暑
此
の
様
に
思
っ
た
所
の
鏡
形
を
阜
し
ら
せ
る
事

は
一
流
の
人
以
外
困
難
で
あ
る
。
此
れ
は
過
去
の
鏡
製
作
者
が
経
験
上

す
で
に
到
得
し
た
法
則
で
あ
る
。
特
殊
な
場
合
例
之
ば
前
駆
温
度
が
む

し
ろ
上
昇
し
つ
渇
あ
る
時
に
は
双
曲
線
鏡
の
方
が
よ
い
。
又
太
陽
観
測

に
專
用
す
る
時
に
は
可
な
り
強
い
双
曲
線
を
取
ら
せ
る
方
が
よ
い
。
又

温
度
調
節
舶
つ
で
悪
い
鏡
で
も
像
を
よ
く
す
る
事
が
出
蘇
る
。
此
の
場

合
に
鏡
形
が
一
様
で
あ
る
か
無
い
か
“
像
の
鋭
さ
に
著
し
く
こ
た
へ
る

例
へ
ば
遊
星
面
上
の
細
か
き
模
様
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
反
射
鏡
で
像

が
遍
い
か
，
こ
う
か
は
使
用
す
る
人
の
腕
一
つ
で
あ
る
Q
小
細
工
で
像
を

幾
分
よ
く
し
た
所
で
始
め
か
ら
ア
ン
ダ
；
コ
レ
ク
ト
の
鏡
が
よ
い
事
は

ご
二

無
論
で
あ
る
。
双
曲
線
此
れ
は
最
も
悪
い
。

　
反
射
望
遽
鏡
は
理
論
上
最
も
完
全
で
あ
る
は
す
で
あ
．
る
が
實
際
思
ひ

が
け
ぬ
困
難
が
多
々
あ
る
。

二
重
星
に
よ
る
試
瞼

　
肉
眼
で
星
を
見
て
星
が
動
か
な
い
位
の
夜
に
天
頂
近
く
の
試
験
星
を

選
び
最
高
倍
率
に
よ
っ
て
試
験
す
る
っ
試
験
星
は
別
表
に
あ
び
た
。
表

は
ブ
イ
リ
ッ
プ
ス
底
が
十
二
菊
醤
ヵ
ル
バ
ー
及
び
八
吋
ク
ッ
ク
を
絞
っ

て
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
．
る
。
十
二
湿
雪
カ
ル
バ
ー
は
ウ
イ
ス
の
原
作
で

カ
ル
バ
i
氏
の
ヵ
塾
主
吐
①
に
か
・
る
も
の
で
あ
る
。
反
射
鏡
の
極
眼
は

等
光
の
封
に
濡
し
て
は
ド
ー
ズ
氏
極
限
を
越
え
る
も
の
ε
信
ぜ
ら
れ
て

居
て
居
る
ほ
§
四
・
四
秒
を
単
寧
樫
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
。
屈
折
六
吋

牟
の
○
・
七
σ
秒
に
封
し
反
射
鏡
は
○
・
六
八
で
殆
ん
さ
差
が
無
い
。
此

の
差
は
鏡
の
中
央
の
小
鏡
で
取
ら
れ
る
爲
に
干
渉
圏
が
強
く
な
る
結
果

中
央
圓
素
鑓
が
弱
く
な
る
爲
で
あ
る
。
所
が
干
渉
圏
が
強
く
な
る
結
果

屈
折
よ
り
見
難
い
。
二
星
の
光
度
差
が
大
き
い
時
は
な
ほ
困
難
で
あ
る

叉
像
が
屈
折
よ
り
不
安
定
で
あ
る
が
良
き
鏡
で
は
屈
折
，
こ
同
じ
も
の
は

見
え
る
講
こ
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
二
重
星
の
嚴
重
な
試
鹸
が
嵩
物
レ
ン
ズ

及
び
反
射
の
良
い
能
力
の
試
験
で
あ
る
。
極
限
以
下
の
封
の
観
察
の
如

き
極
め
て
微
小
の
脂
腺
さ
え
こ
た
え
る
。
是
非
色
漕
の
ア
イ
ピ
ー
ス
が

入
用
で
あ
る
。
二
重
星
た
け
で
決
し
て
安
心
出
前
ぬ
、
及
牙
し
て
も
鏡

は
鮪
節
上
長
い
・
こ
い
ふ
だ
け
で
少
々
白
鼠
差
が
あ
っ
て
も
等
光
の
封
は

見
え
る
も
の
で
あ
る
。
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所
で
，
こ
れ
位
精
密
な
鏡
が
必
要
か
ε
云
へ
ば
F
撒
で
差
が
あ
る
。

　
屈
折
望
遽
鏡
に
於
て
六
十
吋
ま
で
の
焦
鮎
で
焦
鮎
距
離
の
千
分
一
の

球
面
放
差
ま
で
可
な
り
な
星
像
が
出
來
る
。
此
れ
は
約
【
ミ
リ
の
球
面

牧
差
で
此
の
桿
度
の
勤
物
レ
ン
ズ
は
甚
だ
多
い
。
ク
ラ
ー
ク
の
最
良
レ

ン
ズ
で
二
萬
分
一
ま
で
有
し
て
居
る
。
此
れ
は
F
一
五
ε
し
て
の
便
で

此
の
極
限
は
F
鰍
の
李
方
に
よ
る
ミ
す
る
ミ
F
5
の
十
四
鏡
で
○
．
一

ミ
リ
位
に
な
る
。
眼
視
観
測
に
高
倍
率
を
使
ふ
つ
も
り
な
ら
是
非
此
れ

或
は
以
上
の
精
度
か
必
要
で
あ
る
。
此
れ
は
焦
心
距
離
の
約
一
萬
分
一

に
な
る
。
六
吋
牟
の
F
8
ミ
す
る
ミ
約
○
・
ニ
ミ
リ
の
牧
差
で
一
白
距
離

の
六
千
分
ノ
一
位
に
な
る
が
此
れ
で
餓
り
星
像
は
驚
く
な
く
接
近
し
た

重
星
は
見
難
い
。
此
れ
で
反
射
鏡
に
は
甚
だ
良
い
も
の
で
な
い
ε
使
に

立
た
な
い
事
は
分
か
る
。
熟
練
な
反
射
鏡
製
作
者
は
此
れ
位
の
も
の
は

作
っ
て
居
る
。
此
れ
等
の
理
由
に
よ
っ
て
F
8
よ
り
短
い
も
の
は
充
分

よ
い
も
の
が
作
り
に
く
い
の
で
眼
視
用
に
は
よ
く
な
い
。
ブ
ラ
シ
ァ
ノ

肚
の
故
マ
ク
ド
エ
ル
氏
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
天
文
皇

の
七
十
二
吋
は
ニ
ユ
・
ト
ン
焦
鮎
に
於
て
僅
か
に
○
・
ニ
ミ
リ
の
牧
差
し

か
な
い
。
焦
鮎
距
離
の
四
萬
分
ノ
一
で
あ
る
。
反
射
鏡
の
開
拓
者
望
停
『

の
鏡
も
二
萬
分
ノ
一
位
ま
で
達
し
て
居
る
。

　
観
測
時
の
鏡
形
で
牧
野
が
〇
ニ
ミ
リ
以
内
で
な
い
ミ
眞
に
よ
い
像

は
出
來
な
い
。

　
使
用
土
の
注
意
◎
必
ず
守
る
べ
し
。

　
一
セ
ン
タ
ー
リ
ン
グ
は
嚴
重
に
や
る
事
特
に
小
鏡
は
使
用
前
必
す
喘

度
調
べ
る
事
。

一
、
使
用
時
天
頂
に
向
け
て
放
置
せ
ぬ
事
。

一
、
反
射
鏡
の
蓋
を
使
用
終
れ
ば
直
ち
に
す
る
亨
、
冷
た
き
室
外
よ
り

　
霊
無
く
し
て
温
き
室
内
へ
持
ち
來
さ
ぬ
事
。

一
、
誼
の
内
部
に
吸
事
物
を
入
れ
る
事
。

　
作
法
。
上
等
の
吸
取
紙
を
孟
の
内
径
に
等
し
く
二
笛
作
り
別
に
脱
脂

　
綿
も
同
径
に
切
り
間
に
は
さ
ん
で
吸
取
紙
は
銀
面
に
密
著
し
て
お
く

　
事
、
露
の
つ
い
た
銀
に
は
密
着
さ
せ
な
い
。
同
時
に
銀
の
曇
り
を
防

　
ぐ
．
．
時
々
乾
か
す
。

一
、
夜
間
使
用
せ
る
時
翌
朝
十
時
出
実
れ
ば
正
午
ま
で
芳
草
に
煮
を
一
こ

　
ら
ぬ
事
、
露
の
つ
く
大
部
分
の
時
季
は
日
出
後
で
あ
る
。

二
三
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一
，
夜
間
長
時
の
使
用
に
は
鏡
周
を
袋
で
包
む
事
。

　
一
、
銀
を
磨
く
時
以
外
絶
封
に
銀
面
に
指
を
さ
え
ぬ
事
、
芥
は
布
で
彿

　
　
ふ
。
露
は
鏡
の
温
度
が
外
氣
よ
り
低
い
時
に
は
必
ず
つ
く
も
の
で
あ

　
　
る
。
一
且
つ
い
た
ら
使
用
を
止
め
る
。
又
一
度
で
も
つ
け
ば
銀
は
反

　
　
射
力
は
非
常
に
減
じ
銀
が
浮
ん
で
斑
鮎
を
残
し
像
を
鼠
す
。
以
上
の

　
　
注
意
を
守
れ
ば
露
の
つ
く
事
は
殆
ん
・
ご
無
い
は
す
で
銀
は
二
三
倍
は

　
　
充
分
も
つ
。
反
射
鏡
使
用
者
の
多
年
の
経
験
に
よ
る
も
の
で
大
し
て

　
　
難
し
い
事
も
な
い
の
で
是
非
守
ら
れ
た
い
。

　
疑
問
の
二
一
二

　
一
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
式
は
何
故
悪
い
か
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
式
で
は
光
軸
外
で

　
　
観
測
す
る
從
っ
て
像
が
悪
い
。
叉
税
野
が
左
右
或
は
上
下
｝
方
の
み

　
　
反
輻
す
る
。
又
請
を
背
に
し
て
見
る
爲
に
不
便
で
あ
る
。

　
二
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
反
射
鏡
で
は
二
回
の
反
射
に
よ
る
爲
に
一
方
の
み

　
　
の
反
韓
は
な
い
。
又
始
め
て
の
人
は
干
れ
も
心
配
す
る
が
焦
馳
の
像

　
　
の
中
央
に
小
止
の
爲
に
穴
の
出
來
る
様
な
事
は
な
い
、
星
は
鮎
で
あ

　
　
る
焦
鮎
臥
像
で
は
中
央
に
穴
が
あ
る
。

　
三
，
反
射
鏡
内
で
は
方
向
が
分
か
り
に
く
い
が
星
が
蓬
げ
る
方
が
西
で

　
　
あ
る
ミ
思
っ
て
居
．
れ
ば
ま
よ
ふ
事
は
無
い
。
一
般
に
反
射
鏡
で
は
方

　
　
向
。
か
分
か
り
に
く
い
。

筒
内
の
氣
流
　
　
　
　
日
．
亀
、
㊦
o
＝
．
．
。
コ
鈴

　
反
射
鏡
特
有
の
現
象
で
あ
る
，
筒
の
上
端
が
開
い
て
居
る
爲
に
起
る
，

反
射
鏡
を
使
用
す
る
人
は
此
の
現
象
に
よ
く
注
意
し
て
も
ら
い
た
い
。

二
四

反
射
鏡
の
筒
か
冷
却
す
る
ま
で
像
は
よ
く
な
ら
な
い
。
夕
方
突
然
使
用

始
め
る
一
こ
像
は
倒
れ
て
居
る
、
約
一
時
間
屋
外
に
な
け
れ
ば
像
が
鏡
く

な
ら
な
い
。
金
属
の
筒
を
使
用
す
る
時
に
は
早
く
冷
却
す
る
。
し
か
し

使
用
中
筒
内
部
に
室
氣
の
密
度
の
濃
淡
が
出
來
て
其
の
爲
に
像
を
観
す

又
鏡
の
セ
ル
が
冷
却
す
る
爲
に
露
が
つ
き
易
い
。
無
風
の
夜
に
特
に
筒

口
で
此
の
現
象
が
起
る
。
木
製
の
筒
は
此
れ
を
起
す
事
が
比
較
的
少
い

又
木
場
を
使
え
ば
大
鏡
に
露
の
摺
る
事
は
極
め
て
少
い
。
屋
外
に
使
用

す
る
望
遠
鏡
は
木
製
の
方
が
喜
ば
れ
る
。

　
さ
て
素
人
用
の
も
の
に
つ
き
述
べ
る
ε
種
々
の
鮎
で
罫
描
位
が
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。
六
吋
以
下
特
に
四
顧
牛
に
つ
き
言
へ
ば
集
光
力
に
し
て

屈
折
の
四
域
よ
り
は
大
で
あ
る
が
實
押
上
日
本
の
室
で
四
隅
屈
折
よ
り

良
い
仕
事
は
出
遅
な
い
。
接
近
し
た
二
重
星
に
於
て
ベ
ス
ト
級
の
三
吋

ミ
大
差
は
無
い
で
あ
ら
．
り
。
購
入
の
費
用
の
鮎
を
除
け
ば
結
局
手
藪
だ

け
が
損
で
あ
る
僅
か
な
事
で
あ
る
か
ら
五
寸
四
分
ノ
哨
の
方
が
よ
い
。

費
用
の
鮎
を
考
へ
研
究
的
に
観
測
す
る
に
は
五
吋
は
不
足
で
や
は
り
六

三
牛
は
入
用
で
あ
る
。
六
吋
牟
で
何
に
使
っ
て
も
相
等
な
犬
牽
は
あ
が

る
。
六
吋
牛
は
使
用
上
太
き
過
ぎ
な
い
鮎
で
よ
い
。
所
で
八
七
唱
こ
な
る

ε
餓
り
大
き
く
て
使
ひ
難
い
又
素
人
に
は
高
償
す
ぎ
る
。
南
日
本
の
室

氣
が
高
倍
率
観
測
を
甚
だ
さ
ま
た
げ
る
。
八
尋
は
晴
物
重
く
℃
こ
て
も
物

干
で
は
使
え
な
い
。
集
光
力
や
遊
星
の
研
究
等
に
六
書
牛
以
上
が
良
い

の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
小
口
揮
の
反
射
鏡
で
は
同
口
径
の
屈
折
－
こ
同
じ
様
に
は
扱
へ
な
い
が
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選
ば
れ
る
方
の
爲
に
同
口
径
の
屈
折
ε
反
射
の
比
較
を
し
て
見
る
Q

　
集
光
力
は
健
筆
孚
な
ら
新
し
い
銀
面
な
れ
ば
下
心
屈
折
，
し
同
じ
で
あ

る
。
六
吋
孚
で
普
通
の
目
の
　
で
＋
三
・
五
等
良
い
目
で
＋
五
・
○
等
ま

で
見
え
る
。
屈
折
で
F
一
五
な
れ
ば
径
一
度
の
視
野
は
低
倍
率
で
充
分

李
且
で
あ
る
．
．
叉
」
三
枚
合
成
の
p
v
レ
ン
ズ
で
は
甚
だ
李
旦
で
あ
る
。
反

射
で
は
F
8
で
像
の
よ
い
の
は
中
央
の
＋
分
で
視
野
が
曲
り
、
計
分
も

離
れ
る
、
こ
甚
だ
し
い
コ
マ
を
共
ふ
、
此
れ
は
反
射
鏡
共
通
の
鋏
鮎
で
あ

る
。
理
論
的
に
言
っ
て
覗
野
の
中
央
で
は
反
射
の
方
が
屈
折
よ
り
よ
い

は
す
で
あ
る
が
決
し
て
こ
う
簡
軍
で
な
い
。
反
射
で
は
小
鏡
の
爲
に
起

る
干
渉
ぐ
」
像
の
不
安
定
の
爲
に
屈
折
で
は
色
町
差
の
爲
に
差
か
起
る
。

僅
か
な
事
で
あ
る
が
重
大
事
で
あ
る
。
税
野
の
中
心
で
は
何
れ
も
像
は

同
じ
く
鋭
い
が
反
射
で
は
干
渉
圏
が
強
い
。
屈
折
で
は
色
が
出
る
。
像

の
安
定
を
言
へ
ば
屈
折
が
よ
い
。
叉
星
が
淡
く
な
る
ミ
反
射
で
見
え
る

像
は
屈
折
よ
り
僅
か
不
鮮
明
で
あ
る
此
れ
は
小
峰
の
あ
る
爲
で
小
鏡
の

直
径
が
非
常
に
關
係
す
る
。
像
の
不
安
定
な
事
は
筒
内
部
の
室
氣
が
反

射
で
は
流
動
す
る
爲
に
氣
流
を
起
ず
一
こ
鏡
面
の
僅
か
な
温
度
憂
化
が
屈

折
よ
り
強
ぐ
像
に
影
響
す
る
爲
で
此
の
爲
に
非
常
に
小
さ
い
も
の
・
研

究
に
は
屈
折
が
よ
い
。
一
般
に
反
射
の
夕
影
は
屈
折
よ
り
暗
い
の
で
低

印
鑑
で
比
較
的
淡
い
星
が
見
え
る
。
し
か
し
大
星
の
周
り
に
は
散
光
が

多
い
。
散
光
は
銀
や
硝
子
の
磨
き
が
關
聾
す
る
。

　
太
陽
観
測
で
は
反
射
は
不
適
當
で
国
内
の
氣
流
に
悩
ま
さ
れ
る
事
が

多
い
の
で
太
陽
專
用
に
は
筒
は
フ
レ
ー
ム
が
使
は
れ
る
。
サ
ン
グ
ラ
ス

は
甚
だ
危
瞼
で
是
非
太
陽
プ
リ
ズ
ム
を
要
す
る
。
し
か
し
太
陽
專
用
ミ

し
て
銀
を
去
っ
て
太
陽
を
見
る
時
に
は
其
の
能
力
は
屈
折
を
優
に
越
え

る
。
黒
鮎
白
絞
米
粒
の
鮮
さ
は
格
別
で
あ
る
。
若
し
太
陽
法
用
－
こ
す
る

な
れ
ば
鏡
は
温
度
上
昇
の
極
め
に
特
に
強
い
双
曲
線
に
作
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
。
詰
碁
に
小
鏡
の
サ
ツ
ボ
ー
ト
の
ヂ
フ
ラ
ク
シ
ォ
ン
が
出
來

る
爲
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
使
っ
た
分
光
器
で
は
ゴ
ス
ト
が
出
殴
る
の
で

グ
レ
ー
チ
ン
グ
は
使
用
困
難
で
あ
る
G

　
月
に
つ
い
て
は
反
射
は
よ
い
。
屈
折
で
は
ア
ポ
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
を
除

い
て
紫
色
が
月
ε
重
る
爲
に
非
常
に
像
の
鮮
明
を
害
す
る
。
通
常
の
色

清
で
は
月
の
周
邊
に
色
が
出
る
。
所
が
ア
ボ
ク
ロ
マ
ッ
チ
搾
出
合
成
で

も
少
々
残
る
。
三
枚
合
成
の
で
殆
ん
、
ご
。
で
あ
る
が
反
射
で
は
實
に
氣

持
ち
が
よ
い
。
或
人
の
言
っ
た
如
く
銀
白
色
の
輝
け
る
罷
よ
り
突
如
噌

黒
世
界
に
な
る
。
示
す
詳
細
其
の
も
の
が
優
る
よ
り
も
は
る
か
に
樂
に

見
え
る
。
現
今
唯
一
の
月
表
面
の
忠
實
な
記
録
者
英
の
0
8
畠
同
8
氏
は

カ
ル
バ
i
十
二
吋
を
使
っ
て
居
る
。

　
素
懐
の
最
も
興
味
を
有
す
る
遊
星
に
尊
し
て
は
反
射
は
優
勢
で
あ
る

但
し
最
良
質
の
鏡
を
要
す
る
。
金
星
の
如
き
明
る
き
天
艦
に
つ
い
て
も

塞
氣
自
身
の
屈
折
に
基
く
色
を
除
け
ば
眞
の
色
で
あ
る
。
火
星
に
つ
い

て
は
後
に
記
す
る
機
會
が
あ
る
が
表
面
の
模
様
の
色
は
非
常
に
明
瞭
に

示
ざ
れ
る
。
例
へ
屈
折
の
全
色
消
で
も
濃
淡
以
上
色
の
槻
測
に
困
難
す

る
Q
又
模
襟
の
コ
ン
ト
ラ
ス
＋
が
非
常
に
良
い
。
例
へ
ば
運
河
の
如
き

も
の
も
優
良
な
る
鏡
に
て
何
も
疑
も
無
い
位
鮮
明
で
あ
る
。
し
か
る
に

二
翫
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屈
折
に
於
て
は
た
“
、
虫
ぎ
層
に
過
ぎ
ぬ
事
が
多
い
。
見
え
る
も
の
に

同
口
径
で
は
差
は
少
い
し
か
し
見
え
方
に
太
差
か
あ
る
。
木
星
に
關
し

て
は
火
星
以
上
に
差
が
あ
る
。
尊
母
レ
ン
ズ
で
は
二
〇
〇
倍
以
上
で
は

非
常
な
紫
色
を
か
ぶ
っ
て
デ
・
イ
ル
を
つ
ぶ
し
て
居
る
。
ア
ボ
ク
ロ
マ

チ
ッ
ク
で
も
色
は
無
く
て
も
響
か
弱
い
。
反
射
で
は
帯
が
非
常
な
鮮
明

さ
を
も
っ
て
現
出
す
る
。
或
観
測
者
は
多
年
屈
折
を
使
っ
た
し
か
し
て

カ
ル
バ
L
八
外
診
を
持
つ
た
時
に
若
し
早
く
反
射
鏡
を
知
っ
て
居
た
な

ら
自
身
の
観
測
が
さ
れ
位
異
っ
た
か
知
れ
な
い
ε
与
し
た
。
色
潰
レ
ン

ズ
で
木
星
の
眞
實
を
見
る
事
が
出
來
な
い
。
し
か
し
衛
星
の
表
面
の
観

測
ε
な
る
ε
屈
折
は
其
の
安
定
な
る
像
よ
り
像
は
鋭
い
。
土
星
に
つ
い

て
は
大
差
は
見
出
し
得
な
い
。
が
反
射
の
像
は
實
に
堅
い
。
此
れ
だ
け

最
良
の
鏡
は
良
き
室
氣
の
下
で
は
有
力
で
あ
る
。
し
か
る
に
多
く
の
観

測
者
は
屈
折
を
使
い
た
が
る
。
此
れ
は
た
ゴ
彼
等
が
良
き
シ
ー
イ
ン
グ

を
持
た
な
い
か
ら
だ
三
言
え
る
。
シ
ー
イ
ン
グ
が
悪
い
時
に
は
屈
折
は

良
い
。
し
か
し
室
氣
さ
え
よ
け
れ
ば
遊
星
面
上
の
細
か
き
模
様
の
鮮
さ

は
格
別
で
あ
る
。
自
分
は
確
か
に
静
か
な
る
室
氣
の
下
で
優
良
な
る
鏡

で
遊
星
を
見
ざ
れ
ば
眞
に
遊
星
の
趣
味
は
少
い
ミ
冨
ふ
。
」
彼
の
室
氣
の

静
か
な
セ
イ
ロ
ン
島
ト
リ
ン
コ
マ
リ
の
遊
星
の
観
測
藻
屑
冨
。
騨
ぎ
円
子
氏

の
カ
ル
バ
ー
氏
特
製
の
十
二
吋
牟
で
得
た
結
果
は
實
に
美
事
で
あ
る
。

氏
は
目
も
よ
か
っ
た
に
違
ひ
な
い
が
木
星
の
表
面
に
千
ご
い
ふ
鮎
を
観

測
し
た
事
や
多
籔
の
蓮
河
を
記
録
し
た
事
は
自
分
の
エ
リ
ソ
ン
六
吋
牛

の
経
験
．
か
ら
見
て
確
か
に
事
々
で
あ
る
。
屈
折
を
使
ふ
木
星
観
測
者
は

二
六

大
口
径
ほ
，
ご
帯
を
た
卓
黒
い
捧
に
書
い
て
居
る
。
餓
の
デ
・
イ
ル
が
見

え
過
ぎ
る
ミ
は
言
は
れ
る
が
十
吋
反
射
ほ
7
ご
見
て
な
い
。
英
主
以
外
眼

下
用
の
優
良
な
鏡
を
持
っ
て
居
る
所
に
少
い
。
此
れ
は
米
國
に
於
て
も

事
實
で
あ
ら
う
。
此
れ
は
他
で
反
射
鏡
よ
り
屈
折
が
喜
ば
れ
る
理
由
の

一
つ
で
あ
ら
う
。
し
か
し
英
國
の
素
人
観
測
者
の
達
し
た
成
績
は
反
射

鏡
の
遊
星
に
封
ず
る
優
越
を
凝
す
る
。
遊
星
に
耀
し
六
吋
牛
は
不
充
分

で
八
吋
或
は
十
吋
は
必
要
で
は
あ
る
が
観
測
地
の
シ
ー
イ
ン
グ
を
考
へ

て
決
定
す
べ
き
事
で
あ
る
。

　
細
か
き
遊
星
面
上
の
デ
・
イ
ル
の
槻
測
に
は
最
良
の
鏡
を
要
す
る
事

は
疑
な
き
事
實
で
あ
る
。
最
良
の
ア
イ
ピ
ー
ス
も
叉
必
要
で
あ
み
つ
此

の
貼
に
カ
ル
バ
ー
鏡
は
群
を
祓
い
て
居
る
、
ス
コ
フ
ィ
ル
ド
氏
の
八
吋

皐
カ
ル
バ
ー
を
見
て
特
に
感
じ
ら
れ
九
。

　
彗
星
探
し
に
は
、
反
射
は
使
ひ
易
い
。
も
つ
ミ
も
屈
折
の
專
問
的
の

の
。
日
。
羅
卑
2
に
は
及
ば
な
い
が
。

　
星
雲
星
團
に
は
下
墨
光
力
で
あ
る
が
故
に
大
差
は
無
い
が
反
射
で
は

星
團
の
美
ミ
い
ふ
も
の
が
著
し
い
。
反
射
で
は
低
倍
寧
が
使
え
る
だ
け

此
の
目
的
物
に
は
巨
魁
で
あ
る
。

　
愛
光
星
観
測
に
は
観
測
し
易
い
け
れ
さ
も
中
心
か
ら
離
れ
た
等
距
離

の
星
を
観
測
の
星
を
観
測
す
る
際
に
比
較
的
像
が
悪
い
等
で
結
果
は
屈

折
よ
り
良
い
事
は
無
い
。
む
し
ろ
少
々
不
揃
な
事
が
多
い
。
し
か
し
能

平
か
ら
し
て
自
分
は
反
射
を
喜
ぶ
。
自
分
の
意
見
－
こ
し
て
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
ミ
し
て
二
棟
級
の
有
力
な
も
の
で
廣
角
な
範
園
を
観
測
し
。
相
等
高
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い
倍
率
に
よ
っ
て
六
吋
牛
で
百
位
で
淡
き
星
を
観
測
す
る
事
は
最
も
良

い
方
法
で
あ
る
。
星
野
の
観
測
に
些
し
て
は
反
射
で
な
い
¶
ご
信
用
出
來

ぬ
。
　
二
重
星
に
封
し
て
は
屈
折
は
咀
ら
か
に
．
良
い
。
此
れ
は
反
射
で
は
像

が
不
安
定
で
干
渉
圏
が
甚
だ
強
い
の
で
接
近
し
た
封
が
見
難
い
。
見
難

い
だ
け
で
見
え
な
い
の
で
な
い
。
光
度
差
の
大
き
い
時
は
特
に
困
難
。

叉
其
位
置
測
定
に
は
ε
て
も
屈
折
に
は
及
ば
な
い
。
・
又
叢
見
に
し
て
も

一
秒
以
下
で
は
志
ん
さ
不
可
能
で
あ
る
。
エ
ス
ピ
ン
氏
は
多
年
カ
ル
バ

i
十
七
吋
一
九
一
四
年
以
後
カ
ル
バ
ー
二
十
四
吋
に
て
十
秒
以
下
一
秒

の
重
星
は
二
千
箇
も
獲
訳
し
て
居
る
。
叉
測
定
も
し
て
居
る
。
が
接
近

も
た
射
で
は
困
難
で
あ
る
、
し
か
し
六
吋
牛
で
は
一
秒
ま
で
は
樂
で
あ

る
。
以
下
・
こ
て
も
屈
折
に
比
し
見
難
い
程
度
で
あ
る
。
離
れ
た
封
で
は

其
の
色
　
屈
折
よ
り
美
し
い
・
輪
の
弱
い
淡
い
星
で
は
有
力
で
あ
る

　
彼
の
故
バ
ー
ナ
ム
氏
か
六
吋
ク
ラ
ー
ク
で
四
八
○
箇
の
新
重
星
を
登

刻
し
た
事
は
極
端
な
る
屈
折
の
實
力
の
例
で
あ
る
。
批
の
中
に
は
距
離

○
・
二
秒
以
下
後
年
リ
フ
ク
三
十
六
吋
　
さ
え
検
出
に
困
難
し
た
も
の

さ
え
あ
る
σ

　
天
文
豪
ミ
構
せ
ら
れ
る
所
で
は
多
く
位
置
測
定
か
重
要
な
部
分
で
あ

り
何
で
も
や
ら
う
一
こ
す
る
ε
屈
折
で
な
い
ぐ
」
都
合
が
悪
い
。

　
反
射
の
重
要
な
利
鮎
は
常
に
水
李
に
覗
ぎ
得
る
事
で
あ
る
。
反
射
で

は
天
頂
が
却
っ
て
便
利
で
あ
る
。
屈
折
で
天
頂
を
見
る
に
は
随
分
苦
し

い
思
い
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
Q
星
プ
リ
ズ
ム
を
使
っ
て
も
不
便
で
あ
る
。

長
時
間
の
蓮
綾
観
測
に
は
反
射
で
は
苦
痛
か
少
い
。
能
牽
も
あ
が
る
。

　
素
人
用
，
こ
し
て
観
測
方
面
を
考
え
る
時
に
反
・
射
で
何
等
不
都
・
合
な
鮎

が
無
い
。
し
か
も
甚
だ
廉
償
で
あ
る
。
し
か
し
鍍
銀
だ
噛
こ
か
取
扱
を
考

え
る
時
に
屈
折
は
一
度
買
っ
た
ら
永
久
的
で
あ
る
。
屈
折
ミ
反
射
の
能

力
の
差
は
．
僅
か
で
あ
る
り
屈
折
を
使
は
ざ
れ
ば
屈
折
の
美
鮎
は
分
ら
す

反
射
を
使
っ
て
反
射
．
の
特
長
が
分
か
る
。
，
こ
ち
ら
が
良
い
マ
」
は
言
へ
な

い
。
．
各
特
長
か
あ
る
。
理
想
的
な
事
を
言
へ
ば
三
方
を
持
つ
に
越
し
た

喜
・
は
な
い
。
六
吋
小
†
持
て
ば
三
仙
門
は
艇
鋤
い
一
こ
都
A
口
が
同
心
い
。
良
い
翻
酬
測

を
す
る
に
は
回
者
必
要
で
あ
る
。
眼
覗
反
射
鏡
の
使
用
は
約
十
二
吋
に

限
ら
れ
る
。
以
上
で
は
種
々
の
不
便
や
鉄
鮎
が
多
い
。
し
か
し
二
十
吋

を
越
え
れ
ば
集
光
力
の
鮎
よ
り
三
三
用
ご
し
て
實
力
が
出
て
來
る
。

　
現
今
の
大
反
射
鏡
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
焦
鮎
で
は
星
雲
星
團
等
の
直
接
爲

眞
に
使
は
れ
カ
セ
グ
レ
ン
に
直
せ
ば
遊
星
状
星
雲
等
の
大
ス
ケ
ー
ル
の

爲
眞
特
に
分
光
観
測
に
は
色
牧
野
が
○
で
あ
る
の
で
甚
だ
よ
い
。
分
光

観
測
專
用
の
か
甚
だ
多
い
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
七
十
二
吋
や
ミ
ル
ス
三
十

七
吋
は
此
の
例
で
あ
る
　
直
覗
さ
れ
る
事
は
甚
だ
少
い
。
星
雲
窮
眞
に

は
反
射
鏡
は
濁
歩
で
あ
る
℃
し
か
し
大
口
径
窟
眞
屈
折
鏡
は
長
月
貼
を

利
用
し
て
覗
差
及
び
位
置
測
定
に
役
立
つ
カ
セ
グ
レ
ン
の
反
射
よ
り
よ

い
。
又
二
重
星
の
測
定
三
見
、
位
置
測
定
等
に
は
大
口
径
の
屈
折
は
訣

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
位
置
天
文
學
に
は
屈
折
雪
焼
物
理
學
に

は
反
射
で
あ
る
。

　
大
小
口
径
の
反
射
鏡
も
實
力
の
認
め
ら
れ
る
ε
同
時
に
廉
償
な
る
鮎

に
勝
て
屈
折
適
量
よ
り
反
射
の
時
代
に
進
み
つ
Σ
あ
る
。
殊
に
英
國
に

達
て
反
射
が
は
る
か
に
勢
力
、
を
持
っ
て
居
る
。

　
屈
折
反
射
学
者
は
大
低
な
大
天
文
豪
に
あ
る
。
扁
方
だ
け
で
は
不
便

で
あ
る
。

二
七


